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第9回国際爬虫両生類学会議 (9th World Congress of Herpetology)



成果の概要 
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1．会議の概要 

2020年 1月 5日から 1月 10日にかけてニュージーランド・ダニーデンのオタゴ大学に

て開催された第 9回国際爬虫両生類学会議／9th World Congress of Herpetology 

(http://wchnz.com/wch2020)に参加した。本会議は、3—5年に 1度開催される、世界中

の爬虫類学者・両生類学者の集会であり、それらの研究者の発表・交流の場を設けるこ

とによって、多岐に渡る爬虫両生類の研究、教育、および保全等を世界規模で推進する

ことを目的としている。今回は約 60か国から 870名ほどが参加し、593 題の口頭発表及

び 156題のポスター発表が登録された。口頭発表は分野毎にセッションが分かれ、8つ

の会場において同時進行で行われた。内容は系統分類学から行動学や生態学、形態学、

進化学、保全生物学、分子生物学まで多岐に渡り、各発表後には活発な質疑応答・議論

が交わされ、休憩時間や懇親会場においても様々なコミュニケーションが行われた。 

 

2．発表の概要及び成果 

申請者は本大会の 3日目にあたる 1月 7日、”Behavioural Ecology 3”のセッション

において、”Proximate Factors that Elicit Centipede-Eating Behavior of a 

Japanese Pit Viper, Gloydius blomhoffii”と題した発表を行った。内容は以下のとお

りである。 

毒ヘビであるニホンマムシ（以下マムシ）は、基本的には両生類をはじめとする脊椎動

物を餌としているが、無脊椎動物の中でムカデだけは低頻度で食べている。このムカデ

食行動はマムシと近縁な同科のヘビ類に広く知られている。しかしムカデもまた、ヘビ

をも捕食し得る危険な動物であり、捕食にコストがかかると考えられるため、捕食によ

る適応的意義や特殊化した捕食行動の進化が想定される。しかしながら、この特殊な食

性や行動についての研究はほぼ皆無に近い。本研究では、マムシがどのような状況でム

カデを餌として認識し、どのように捕食するのかという、ムカデ食の至近要因の解明を

目指した。その結果として、健康なムカデにはほとんど反応せず攻撃もしないが、傷を

負って動作が鈍いものや死体、共食い状態のものにはよく反応し、捕食に至るというこ

とが分かった。また、生きたムカデの体表のにおいにはほとんど反応を示さないが、死

体のにおいには比較的反応し、棒などに縛り付けたムカデには特によく反応することが

わかった。さらに、マムシの毒は、ハツカネズミなどに対する効果と比較してムカデに

はかなり低い効果しか持たないという結果が得られた。これらのことから、弱っている

ムカデやムカデの死体から放出される物質がマムシのムカデ食を誘発する至近要因であ

ると考えられる。また、ムカデはマムシ毒で殺すことが難しいため、マムシは弱ってい

る個体や死んだ個体を選択的に捕食することで、ムカデからの反撃のリスクを回避でき
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ているのではないかと考えられる。 

この発表は Speed Talkのセッションで質疑応答の時間が取られなかったが、会場には

同分野で世界的に著名な研究者や内容に興味を持ってくれた学生等が多く集まっており、

大会中の様々な時間にコメントや議論をしていただいた。その結果、申請者が実験に用

いている手法において世界的権威である研究者とのコネクションもつくることができ、

ムカデに関する議論や意見もいただくことができた。また、本研究の対象種の近縁種が

生息する地域で研究する学生らから、今後ムカデ食の情報を得た際には情報を共有する

とのオファーも得られた。さらに、将来的に共同研究を行いたいと考えている、去年夏

に一度お話しした同分野のアメリカの研究者に関して、彼の研究室の現状など更なる情

報を他の研究者から得ることもできた。 

 

3．その他の成果 

本大会では、自身とは異なる様々な研究分野の発表を聴くことができ、実験手法や生態

情報など、自身の研究にも応用できそうな内容や今後研究者として参考にできる知見が

数多く得られた。また、今回申請者は、学生のポスター賞の審査をする学生ジャッジの

メンバーに立候補して入っており、他の学生数名のポスター及びそのプレゼンを審査す

るという経験も得た。審査員の観点から細部を見ることにより、今後の自身の発表に活

かせる様々なアイデアや反省的視点を獲得することができた。さらに、同じ審査区分で

審査をしたジャッジのメンバーとは初日から様々な議論を行っただけでなく、お互いに

自国の学生を紹介したり現地でできた新たな知り合いを紹介したりすることによって、

同年代の学生どうしでの国際的な交流を広げることができ、研究の情報交換や英語での

コミュニケーションにおいて非常に良い機会となった。懇親会等では社交的・文化的交

流もあり、これから国際的に研究の幅を広げるにあたって有意義な大会であったと言え

る。 

 

4．謝辞 

最後に、今回の自身の研究発信、海外の研究者や学生との交流、議論、様々な研究知見
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